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２ 運転事故に関する事項 

 

２．１ 鉄軌道における運転事故の発生状況等 

 

(1) 運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

○鉄軌道における運転事故１０件数は、長期的には減少傾向にあり、平成１３年度からは８０

０件台で推移していましたが、平成２６年度は、７５８件で対前年度３２件（４．１％）減でし

た。 

○平成２６年度に発生した運転事故による死亡者数は、２８７人で対前年度１１人（４．０％）

増で、近年はほぼ横ばいとなっています。 

○また、運転事故による死傷者数は、７０７人で対前年度２４人（３．３％）減でした。この中に

は、（4）に記載する主な事故の死傷者８０人が含まれています。運転事故による死傷者数

は、運転事故件数と同様に長期的には減少傾向にありますが、ＪＲ西日本福知山線列車

脱線事故が発生した平成１７年度の死傷者数が１，３９７人であるなど、甚大な人的被害を

生じた運転事故が発生した年度では死傷者数が多くなっています。 

○なお、運輸安全委員会の調査対象となった運転事故１１件数は、平成２６年度に発生した

運転事故７５８件のうち１３件（１．７％）でした。 

図５：運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

                                         
１０ 運転事故の種類については、後掲の「用語の説明」をご覧ください。なお、自殺を直接原因とするもの

は、人身障害事故、踏切障害事故及び道路障害事故に該当しませんが、一部に自殺かそうでないか

判別できないものがあり、それが人身障害事故、踏切障害事故及び道路障害事故として国へ報告さ

れているとみられます。 
１１ 運輸安全委員会が調査対象とする運転事故は、鉄道における列車衝突事故、列車脱線事故及び列

車火災事故、その他の運転事故であって、５人以上の死傷者を生じたもの、乗客、乗務員等に死亡

者を生じたもの等です。詳しくは、http://www.mlit.go.jp/jtsb/index.html をご覧ください。 
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 (2) 列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 

 

○列車走行百万キロ当たりの運転事故件数は、運転事故件数と同様に長期的には減少傾

向にありますが、平成１３年度からは０．６件台で推移しており、平成２６年度は０．５６件で

した。 

図６：列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 

 

 

 

(3) 運転事故の種類別の件数及び死傷者数 

 

○平成２６年度に発生した運転事故の内訳は、線路内やホーム上での列車との接触などの

人身障害事故が４４９件（５９．２％）で対前年度２８件（６．７％）増、踏切道における列車と

自動車との衝突などの踏切障害事故が２４６件（３２．５％）で同４２件（１４．６％）減、路面

電車と自動車等が道路上で接触するなどの道路障害事故が４８件（６．３％）で対前年

度７件（１２．７％）減となっています。列車事故１２は１２件（１．６％）で対前年度５件（２９．

４％）減でした。 

○身体障害者の方に係る運転事故は、９件（視覚障害者の方の事故が２件、聴覚障害者の

方の事故が２件、肢体不自由の方の事故が５件）でした。 

                                         
１２   「列車事故」とは、列車衝突事故（軌道における車両衝突事故を含む。）、列車脱線事故（軌道にお

ける車両脱線事故を含む。）及び列車火災事故（軌道における車両火災事故を含む。）をいいます。 
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○平成２６年度に発生した運転事故による死亡者数は、（1）に記述したとおり２８７人で、そ

の内訳は、人身障害事故によるものが１９３人（６７．２％）で対前年度１０人（５．５％）増、

踏切障害事故によるものが９０人（３１．４％）で同３人（３．２％）減となっています。 

○平成２６年度に発生した踏切事故件数は、踏切障害事故２４６件のほかに、踏切障害に伴

う列車脱線事故が２件あったため、２４８件（３２．７％）でした。 

○平成２６年度に新幹線において発生した運転事故は、ありませんでした。 

 
 

図７：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２６年度） 
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⑤ ＪＲ(在来線)の件数                 ⑥ 民鉄(鉄道)の件数 

 

 

  

⑦ 民鉄(軌道)の件数 
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(4) 平成２６年度における主な事故の発生状況 

 

○平成２６年度の主な事故（乗客乗務員に死亡者又は５人以上の死傷者が発生した事故）

は、次のとおりです。 

 

表３：主な事故の発生状況（平成２６年度） 

年 

月日 
事業者 場 所 

事故

種類 

死

亡 

負

傷 

脱線 

両数 
概 要 

H26 

4.22 

鹿児島

市交通

局 

唐
と

湊
そ

線 

都通停留場～中洲

通停留場間 

（鹿児島県鹿児島

市） 

車両

脱線 
０ ６ １ 

路面電車と並走していた路線バ

スが急に軌道敷内に進入し、路面

電車と衝突した。これにより路面電

車の前台車 2 軸が脱線した。 

H26 

6.21 
JR 九州 

指宿
いぶすき

枕崎
まくらざき

線 

生見
ぬ く み

駅～薩摩
さ つ ま

今
い ま

和泉
い ず み

駅間 

（鹿児島県指宿市） 

列車

脱線 
０ １８ １ 

列車走行中、約 60m 手前で線路

内を支障している木を認めたため、

非常ブレーキを使用したが、流入し

ていた木及び土砂に乗り上げた。こ

れにより１両目前台車 2 軸が脱線し

た。 

H26 

7.11 
流
りゅう

鉄
てつ

 

流山線 

小金城趾
こ が ね じ ょ う し

駅～幸谷
こ う や

駅間 

（千葉県松戸市） 

列車

脱線 
２ ５ １ 

列車走行中、前方の踏切道に進

入してくる乗用車を認めたため、非

常ブレーキを使用したが衝突した。

これにより１両目前台車 2 軸が脱線

した。 

H26 

11.21 

長崎電

気軌道 

本線 

長崎駅前停留場～

八千代町停留場間 

（長崎県長崎市） 

車両

脱線 
０ ５ １ 

路面電車と同一方向に進行して

いた大型トラックが約 10m 前方の軌

道敷内に進入するのを認めたため、

非常ブレーキを使用したが衝突し

た。これにより路面電車の前台車１

軸が脱線した。 

H27 

2.13 

JR 西日

本 

山陽線 

西阿
に し あ

知
ち

駅～新倉敷

駅間 

（岡山県倉敷市） 

踏切

障害 
０ ４４ ０ 

列車走行中、前方の踏切道内

で、トラックが上下線を支障している

のを認めたため、非常ブレーキを使

用したが衝突した。 
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２．２ 列車事故の発生状況 

 

○平成２６年度に発生した列車事故件数は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の１．

６％に当たる１２件で対前年度５件（２９．４％）減でした。列車事故による死亡者は２人で

対前年度２人増、負傷者は３６人で同６４人（６４．０％）減でした。この中には、２．１(4)に

記述した平成２６年４月２２日の鹿児島市交通局唐湊線車両脱線事故による負傷者６

人、平成２６年６月２１日の JR 九州指宿枕崎線列車脱線事故による負傷者１８人、平成２

６年７月１１日の流鉄流山線列車脱線事故（踏切障害に伴うもの）による死亡者２人と負傷

者５人及び平成２６年１１月２１日の長崎電気軌道本線車両脱線事故による負傷者５人が

含まれています。 

 

図８：列車事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

図９：列車事故の件数の内訳（過去５年間） 
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２．３ 踏切事故の発生状況 
 

(1) 踏切事故の件数及び死傷者数の推移等 
 

○平成２６年度に発生した踏切事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の３２．７％

に当たる２４８件で対前年度４２件（１４．５％）減、踏切事故による死亡者数は９２人で同１人

（１．１％）減、死傷者数は２１１人で同１４人（７．１％）増でした。 

○身体障害者の方に係る踏切事故は、１件（肢体不自由の方が第１種踏切道で１件）でし

た。 
 

図１０：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

(2) 踏切種別別・衝撃物別及び原因別の踏切事故件数等 

 

○平成２６年度に発生した踏切事故２４８件の踏切種別別 １３の内訳は、第１種踏切

道２１２件 （８５．５％）、第３種踏切道９件（３．６％）、第４種踏切道２７件（１０．９％）となっ

ています。 

○衝撃物別の内訳は、自動車１１１件（４４．８％）、二輪１７件（６．９％）、自転車などの軽車

両２９件（１１．７％）、歩行者９１件（３６．７％）となっています。 

○原因別の内訳は、直前横断１１７件（４７．２％）、落輪・エンスト・停滞７１件（２８．６％）、側  

面衝撃・限界支障２９件（１１．７％）、その他３１件（１２．５％）となっています。 

                                         
１３  踏切種別には第１種踏切道、第２種踏切道、第３種踏切道、第４種踏切道があります。詳細につい

ては、後掲の「用語の説明」をご覧ください。 
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図１１：踏切種別別、衝撃物別及び原因別の踏切事故件数（平成２６年度） 
 

①  踏切種別別                        ② 衝撃物別 

 

                

 

③ 原因別                         ④ 関係者年齢別 
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２．４ 人身障害事故の発生状況 
 

(1) 人身障害事故の件数及び死傷者数の推移等 

 

○平成２６年度に発生した人身障害事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の 

５９．２％に当たる４４９件で対前年度２８件（６．７％）増、人身障害事故による死亡者

は１９３人で同１０人（５．５％）増、死傷者は４５１人で同２５人（５．９％）増でした。 

○身体障害者の方が死傷した人身障害事故は８件（視覚障害者の方の事故が２件、聴

覚障害者の方の事故が２件、肢体不自由の方の事故が４件）でした。 
 
 
 

 

 

 

(2) 原因別の人身障害事故件数等 

 

○人身障害事故の原因別の内訳は、公衆等が無断で線路内に立ち入る等して列車等と接

触したもの（線路内立入り等での接触）が２０７件（４６．１％）で対前年度１８件（９．５％）増、

これによる死亡者数は１５６人で同４人（２．６％）増でした。「線路内立入り等での接触」に

ついては、自殺かそうでないか判別できないものがあり、それが人身障害事故として国へ

報告されているとみられます。 

○旅客等がプラットホームから転落したことにより列車等と接触したもの（ホームから転落して

接触）は５７件（１２．７％）で対前年度５件（９．６％）増、これによる死亡者数は２４人で同３

人（１４．３％）増でした。 
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図１２：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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○プラットホーム上で列車等と接触したもの（ホーム上で接触）は１７０件（３７．９％）で対前

年度１件（０．６％）増、これによる死亡者数は１０人で前年度と同数でした。 

○乗降口の扉に手荷物等を挟んだまま列車が出発して旅客が負傷したものなど鉄道係員

の取扱い等によるものは１５件でした。 
 

図１３：原因別の人身障害事故の件数及び死傷者数（平成２６年度） 
 

①  件  数                        ② 死亡者数 

  

 

 

②  負傷者数                         ④ 死傷者数 
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○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」は２２７件で

人身障害事故件数の５０．６％を占めています。 

 

図１４：原因別の人身障害事故件数の推移 

 
 

図１５：人身障害事故による死傷者数の年齢別人数 
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２．５ 事業者区分別の運転事故件数 

 

○事業者区分別の運転事故件数は、表４のとおりです。 

 

表４：事業者区分別の運転事故件数（平成２６年度） 

 
 

※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小民鉄」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

※４  「地域鉄道」は、脚注９をご覧下さい。 

 

 

 

（件）
　　　　　　　　事故種類

事業者区分

列車
衝突

列車
脱線

列車
火災

踏切
障害

道路
障害

人身
障害

物損 合計

ＪＲ（在来線） 1 6 123 263 2 395

ＪＲ（新幹線） 0

民鉄等 1 120 3 182 1 307

　大手民鉄 66 117 1 184

　公営地下鉄等 43 43

　新交通・モノレール 1 1

　中小民鉄 1 54 2 22 79

路面電車 4 3 45 4 56

合計 1 11 246 48 449 3 758

　　地域鉄道　【再掲】 3 51 43 15 112

　　　地域鉄道（鉄道） 1 48 2 12 63

　　　地域鉄道（軌道） 2 3 41 3 49


